
事業者向け 放課後等デイサービス自己評価表 (公表)

公表 : 2023年  2月 15日 事業所名 :こどもサポート教室「きらり」下野校

改善目標、工夫してしれる点など

利用者様が活動しやすいようパーテーション配置を都度

変更するなど、室内レイアウトの工夫をしています。

基準にもとづいた職員配置を考わ ています。

入口に段差があるため、職員に入退出の際の注意喚起

を図つています。また、夢 u用者様の特l陛・実施プログラム

に応じ、使いやすさを意識したレイアウトを固己慮しています

社内の全体会議や内部情報共有を通じ、目標の理解と

進捗状況についての共有化を図ることで、職員全員参加

による業務改善に取り組んでいます。

アンケート調査のご回答をもとに、職員間での1青報共有を

行い、今後のご支援の品質向上に緊がるよう改善に向け

た言舌し合いに取り組んでいます。

教室に自己評価結果を掲示しております。

また、ホームページ上にも結果開示させていただいていま

す。

定期的な内部監査による第二者評価を実施し、是正内

容については迅速に業務反映を行うよう留意しています。

職員が定期的なテーマ研修や事例検討会に参加するこ

とで資質向上に向けた意識を持つ機会を設定しています

アセスメントシートを活用し、保護者様のニーズに合わせ

たサービス計画を作成するよう努めています。

標準アセスメントシートを活用し、務 u用者様の特性を理

解把握しています。

職員全員で、提供プログラムについて検討を重ね、実施

結果(こついて反省、フィードパックを共有しています。

定期的にブログラム内容の見直しを行うことで、奇 u用者

様に沿つたご支援となつているか検討を行つています。

寄 u用のタイミングに応じた課題設定を行い、歳 援内容

を決定しています。

個別支援が基本となりますが、長期休暇などを利用した

集団活動の機会を設けるなどし、提供しています。

職員の日々の朝礼を利用し、欝 u用予定者の確認及び

ど提供内容の共有、認識合わせを実施しています。
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チェツク項目

利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適

切であるか

月哉員の配置数は適切であるか

事業所の設偏等につして、パリアフリー化の配慮が

適切になされているか

業務改善を進めるための PDCAサイク)レ (目標

設定と振り返り)に、広く職員力滲 画しているか

保護者等向け評価表を活用する等1こよリアシケー

ト調査を実施して保護者等の意向等を把握し、

業務改善につなlヂているか

この自己評イ面の結果を、事業所の会報やホームペ

ージ等で公開しているか

第三者による外部評イ面を行い、評イ面結果を業務

改善につなけているか

職員の資質の向上を行うために、研修の機笠 確

保しているか

アセスメントを適切 1こ行い、子どもと保護者の三―ズ

や課題を審観的に分析した上で、放課後等デイサ

ービス言十画を作成しているか

子どもの適応行動の状況を図るために、標準化さ

れたアセスメントツールを使用しているか

活動プログラムの立案をチームで行つているか

活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか

平日、休日、長期休暇に応じて、課題をきめ細や

かに設定して支援しているか

子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適

宣組み合槌 て放課後等デイサービス計画を作成

しているか

支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日

行われる支援の内容や役害J分担につして確認して

いるか
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支援終了時点で、担当職員より結果のフィードパックを受

け、また支援記録の記載内容を相互確認しています。担

当職員への改善事項のアドバイスもその時点で実施して

います。

認識も歯E離がないよう、各職員が実施した支援内容結

果を必ず記録し、引継ぎ事項や留意点について共通認

識を子寺つ運用としています。

6か月単位でモニタリングを行い、支援計画の見直しを継

続実施しています。

ご秀u用者様個々のニーズ(こ合わせられるよう、複数の活

動を組み合わせたプログラムを検討し副尾供しています。

サービス担当者会議に1よ、ど利用者様の牛争陛・状況を把

握した上で、児発菅が参加しています。

保護者様を通し、群 u用者様の学校での状況共有を行

い、必要であれば、支援記録について学校の担当教員に

共有を行つています。

該当がありません。

日頃から関係機関との関係を維持し、必要に応じ利用

者の教室での様子などを共有しています。

保護者様からのご依頼に基づき、関係機関への支援記

録の共有を行つています。

必要に応じ、専門機関と連携し、助言やアドバイスを得る

ようにしています。

現在、交流機会の設定はありません。今後、機会があれ

ば参加を検討します。

コロナ禍のため参加を見送つていますが、今後検討してい

きます。

保護者様へのフィードバック時に、寄 u用者様の状況や課

題について話し合いを持ち、共通:I里解を得るように努めて

います。

一部の保護者様1こは、ペアレントトレーニング的にアドバ

イスを実施するケースもありますが、具体的な内容(こついて

は索L続してブラッシュアップしご提供できるよう努めてまいり

ます。

各保護者様に対し、提供内容の詳細説明を心掛けてい

ます。ご不安、ご不満が発生しないよう丁寧な対応を目

指します。

積極的に事業所内相談支援を実施し、保護者様の悩

みに対するご相談に取り組んでいます。
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支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その

日行われた支援の振り返りを行い、気付いた点等

を共有しているか

日々の支援に関して正し信己録をとることをイ散底

し、支援の検証・改善につなtナ〔いるか

定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービ

ス言十画の見直しの必要II生を半」断しているか

ガイドラインの総則の基本活動を複数組み合わせ

て支援を行つているか

障害児相談支援事業所のサービス担当者会議に

その子どもの1犬況に精通した最もふさわしい者力珍

画しているか

学校との'情報共有 (年間計画・行事予定等の交

換、子どもの下校時刻の確認等)、 連絡調整

(送迎時の対応、トラ功レ発生時の連絡)を適

切 1こ行つているか

医療的ケアが惑要な子農党受け入れる場合は、

子どもの主治医等と連絡体制を整えているか

就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こど

も園、児重発達支援事業所等との間で情報共有

とオロ互I里角罪1こ努めているか

学校を卒業し、放課後等デイサービス事業所から

障害福祉サービス事業所等べ移行する場合、それ

までの支援内容等の盾報を提供する等しているか

児童発達支援セ刀 ―や発達障害者支援センタ

ー等の専門機関と運携し、助言や研修を受けてい

るか

放課後児重クラブや児童館との交流や、障害のな

い子よ充活動する機会力ちるか

(地域自立支援)協議会等べ積極的に参加し

ているか

日頃から子島 の1犬況を保護者と伝え合い、子ども

の発達の状況や課題 (こつして共通理解をれ てい

るか

保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者

に文寸してペアレント・トレーニング等の支援を行つてい

るか

運営規程、支援の内容、利用者負担等について

丁寧な説明を4遍めているか

保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適

切に応じ、必要な助言と支援を行つているか
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イベント開催時などの機会を通じ、積極的に保護者様同

士のつながりが持てるよう固こ慮し、ご支援させていただいて

います。

苦情の発生に1よ真摯に向き合い、解決策の提示と再発

防止を徹底しています。また、保護者様、寄 u用者様に

1よ迅速な改善策の周矢口を心控卜けております。

定期的なSNSやチラシ作成により、教室での取り組み内

容の発信を行つています。

事業者内部での保管を徹底し、個人情華鳳こ関しては施

錠可能なスチールロッカーでの保管を徹底しています。

状況に応じて個室の利用や、パーテーションを活用したパ

ーソナルスペースの不u活用など工夫しています。

事業所主イ樫では実施できていないものの、行政による企

画イベントヘの参加な簾 極的取り組みを行つています。

今後機会があれt漸向きに取り組んでいきます。

マニュアル単位でファイリングし、職員、保護者への周知を

徹底した運用を行つています。

定期的 (月 /1)に、各種災害を想定した訓練を実施

しています。

虐待防止委員会を立ち上は 各職員へ事例研究や検

討鈍 開催し、意識づけを継続していきます。

個別支援計画において記載をしています。また、身体拘

束の判断についてはマニユア)レ化し、また虐待防止委員会

を通じ、職員への周知を図つています。

食事提供がなく、該当がありません。

ヒヤリ八ット発生について1ま都度報告書を作成し、防止策

を含めた事例を職員へ展開周タロしています。
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父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開

催する等により、保護者同士の運携を支援してい

るか

子どもや保護者からの普晴について、対応の体制

を整偏するとともに、子島 や保護者に周知し、苦

情があっ溜場合に迅速かつ適切に対応しているか

定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予

定、連絡体制等の1盲報を子島 や保護者に対して

発信しているか

個人情辛mこ十分注意しているか

障害のある子あ や保護者との意思の疎通や情報

イ云達のための酉酌雲をしているか

事業所の行事 lに地域住民を招待する等地域に開

かれた事業運営を図つているか

緊急時対応マ4アル、防犯マニュアル、感染症対
応マミコ
"を
策定し、職員や保護者に周知してい

るか

非常災害の発生に偏え、定期的に避難、救出そ

の他必要な副|1練を行つているか

虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する

等、適切な対応をしているか

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うか(こつ

して、組織的に決定し、子島 や保護者に事前に

十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサー

ビス計画に言己載しているか

食物アレルギーのある子ようにつして、医師の指示

書に基づく対応力進れているか

ヒヤリ八ット事例集を作成して事業所内で共有して

いるか
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保護者等向け 放課後等デイサービス評価の集計結果 (公表)

公表 : 2023年 2月 15日

事業所名 :こどもサポート教室「きらり」下野校   保護者等数 (児童数):31 回収数 : 28 害」合 :90 0/。

ご意見、ご意見を踏まえた対応

狭いかなとも思いますが、運動をするわけではないのでいい

のかな ?

体を動かすには狭いです。

→ノヾ―テーションなどの不u用により、工夫することで有効ス

ペースの確保を行つてまいります。

たまに不足することあり

→職員酉ど置や専門性については留意していますが、欠員

対応などはさらなる酉己慮を冷盤続してまいります。

→入口に段差があるため、職員による入退出時におけるサ

ポートを行うことで事故防止に努めてまいります。

→積極的に保護者様のニーズを傾聴させて頂き、寄 u用

者様にとって適切な支援計画を策定してまいります。

子供達の興味があるものを準備してくれて、親子で大満

足です。

色々なプログラムを組んでもらい、楽しく活動しています。

→プログラムについては常に見直しを行つており、変化のあ

るご支援を渤是供できりょう心擁卜けております。

健常児との交流は必要ですが、なかなか難しいですよ

ね。

コロナで難しいと思います。

→行政主導のイベントなどへの積極的な参加を検討し、

外部交流を図つてまいります。

わかりやすく説明していただいています。

→保護者様に寄り添い、タイムリーかつ丁寧なフィードバッ

クを心控「けています。

→保護者様との会話を重要視しております。

ご利用者様の1犬況や課題などこついて、常に共通認識を

持てるよう心推卜けてまいります。

まめに声がけしていただいてありがたいです。

→積極的に保護者様へのお声控「けを行い、アドパイスさせ

て頂ける事項があればお伝えしてまいります。
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チエツク項目

子どもの活動等のスペースが十分に確保されている

か

職員の配置数や専 F〕性は適切であるか

事業所の設備等は、スロープや手すりの設置なD(
リアフリー化の酉己慮が適切になされているか

子どもと保護者のニーズや課題が審観的に分析さ

れた上で、放課後等デイサービス計画
Iが
作成され

ているか

活動プログラム
市
が固定化しないよう工夫されている

か

放課後児重クラフや児重館との交流や、障害のな

い子どもと活動する機会があるか

支援の内容、利用者負担等につして丁寧な説明

がなされたか

日頃から子あ の状況を保護者と伝え合い、子ども

の発達の1犬況や課題について共通理解ができてい

るか

保護者に対して面談や、育児に関する助言等の支

援力光子われているか
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コロナが落ち着いたら、保護者同士の交流の場を設けて

欲しいです。1青専Rこうかんや共有が必要かなと思います。

不参加なので不明

→事業所企画のイベントなどで保護者様同士の交流機

会を積極的に作ってまいりたいと考えています。

苦情がないから分からない。

苦情対応は不要 (今まで)なので分からない

→苦情の発生については、対応策と再発防止に向けた検

討を行い保護者様、寄 u用者様へ周知説明を丁寧に行

つてまいります。

→ご利用の者B度、保護者様へのフィードバックを実施して

おります。

教室内に予定が表示してあるので、分かりやすいです。

→事業所の予定について、SNSや教室により開示を行

い、利用者が活動概要や行事予定、または連絡体制な

き認識できるよう努めています。

→個人情報の扱しЧこつしては、職員への意識啓豪と、利

用者‖膏報については施錠可宮ヒなロッカーヘ保管していま

す。

カ ント固己布されていないのでチェックしましたが、ペーパー

レスなのか…・?施設によって違しWよありますよね。

丁寧に説明していただきました。

→各種マニュア)Иこついては設置のみのイ犬態であつたため、

保護者が認識できるよう開示及び設置についての案内を

徹底してまいります。

→月一回、各種災害を想定した避難訓練を実施してい

ます。

毎回楽しみ(こしています。わがままを聞いてくれて感謝して

います。

楽しみにしています。

→今後も利用者様全員が楽しみにしてくれるようなサービス

提供を目指してまいります

感謝しています。引き続きよろしくお胴ミい致します。

子供に合わせて、色々なカ ントや遊びを考えていただき、

ありがたいです。振り返りの時間も、親としては子供の考え

を矢日れるので良いです。

→31き続き、保護者様、利用者様に寄り添い、成長をサ

ポートできる事業所を目指してまいります。
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2フ

父母の会の活動の支援や、保護者会等の

開催等により保護者同士の運携が支援されている

か

子どもや保護者からの音情について、対応の体需」を

整備するとともに、子どもや保護者に周知・説明し

舌情があった場合に迅か つ適切に対応している

か

子どもや保護者との意思の陳通や情報伝達のため

の画E慮がなされているか

定期的に会報やホームページ等で、活動概要や行

事予定、連絡体制等の情報や業務に関する自己

評イ面の結果を子どもや保護者に文寸して発信してい

るか

個人l情幸mこ十分注意しているか

緊急時対応マ ュアル、防犯マニュアル、感染症対

応マiラ併を策定し、保護者に周知・説明されて

いるか

非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、そ

の他必要な副|1練が行われているか

子どもは通所を楽しみにしているか

事業所の支援に満足しているか

⑩

①

②

○

④

⑮

⑮

⑫

①

非

常

時

等

の

対

応

満

足

度

i方文課後等デイサービスを不u用するイ回々 の子どもについて、その有する含ヒカ、置かれている環境や日常生活全般のイ犬況に関す

るアセスメントを通じて、総合的な支援目標及び達成時期、生渚全般の質を向上させるための課題、支援の具体的内容、支

援を提供する上での留意事項などを記載する計画のこと。放課後等デイサービス事業所の児童発達支援管理責任者が作成す

る。

事業所の日々の支援の中で、一定の目的を持つて行われる個々の活動のこと。子あ の障害特性や課題、平日/休日/長

期休暇の別等に応じて柔軟に組み合わせて実施されることが想定されている。


